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冬春期ハウス栽培におけるコカプ′ダィコンの施肥量と塩類集積防止効果
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1 は じ め に

青森県における施設野菜の生産は夏秋期の トマ トが主体

となっているが,冬春期にあってはこれら施設は休閑 して

いることが多く,周年利用が課題となっている。 トマ ト栽

培後のハウスを有効に活用するために,根菜類の冬春期栽

培が有望視されているが,ハ ウスの塩類集積害を防ぐため
,

トマト栽培後の残存養分を考慮に入れた土壌管理が不可欠

となっている。このため,コ カブ,ダイコンの施月巴量と塩

類集積防止効果について検討 した結果を報告する。

ダイコン:1区77ず,3反復

3 試験結果及び考察

(D コカプ

2000年 4月 6日 に,根径 5～ 6側 ,根重70g程度で収穫

したが,葉付きの総収量は350kg/a前 後で,ほ とんどが

上物であった。総収量,上物収量とも無肥料区が最も多 く

なったが,施肥量による生育の差は明らかではなかった

(表 1)。

表 1 コカプの生育と収量
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注 収穫日:2000年 4月 6日

3要素いずれも,施肥量が増えると吸収量も増加する傾

向が認められ,特に加里は1 2kg/a区では無肥料区の 2

倍近い吸収量となった。施肥量から吸収量を差し引いた残

存量は,1 2kg/a区のりん酸を除いてすべてマイナスの値

となった (表 2)。

表 2 コカプの養分収支

窒素 りん酸 加里
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0)試験場所

(2)土壌の種類

3)前作 トマト

に)供試品種

2試 験 方 法

青森県上北部六戸町

青森県畑作園芸試験場バイプハウス

表層腐植質黒ボク土

コカプ:「玉里J

ダイコン:「べっぴん」
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耕種概要

コカプ :2000年 1月 17日 は種 ,う ね幅160m,株 間

15cn.条間13cn,6条植,緑色ポリ (セ ラ

シート)マルチ,003画厚ポリトンネル
,

夜間保温マット (ホ カホカマット)使用

施肥前EC平均値 :0 26ds/m

ダイコン:2000年 11月 13日 は種.う ね幅160cn,株

間30c l,条間30cm,3条植,緑色ポリ (セ

ランート)マルチ,不織布 (パ スライ ト)

トンネル施肥前 EC平均値 :0 34 ds/m

試験区の構成

○コカプ (施肥量 :kg/a)

1)無肥料区

2)1/4量施肥区 :窒素03,り ん酸03,加里03
3)標準施肥区 :窒素12,り ん酸12,加里12

0ダイコン (施肥量 :kg/a)

1)無肥料区

2)1/4量施肥区 :窒素025,り ん脚 25,加即 25

3)標準施肥区 :窒素10,り ん酸10,加里10

尿素複合燐加安 (17-17-17)で 全量基肥

区制・面積  コカプ :1区72ご ,3反復

036 -006 281
471

-248
-251

-351

作付前に0 3ds/m程度であった電気躍 CC,生土 :

水-1:5で 測定)は ,コ カブ栽培後には01～ 0 15ds/

m程度に低下したが,同時にpHが上昇していることから,

主に硝酸態窒素の吸収によるものと考えられた (表 3)。

(2)ダイコン

2001年 4月 4日 に,根径 7～ 8 cm,調製根重 ll・g弱 で収

穫 したところ,総収量570～590kg/a,上物収量は500kg/

a以上となり,抽だいは認められなかった。総収量,上物

収量とも無肥料区が最も多くなったが,施肥量による生育
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表3 コカプ作付前後のpH,ECの変化
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表5 ダイコンの養分収支

窒素 りん酸 加里

-150 ，

桝

一
　

一

秘

”135 -110
-1"
-150
-114

～16cll

30m

5367

5726  5000

5196

注 収穫日:2001年 4月 4

の差は明らかではなかった (表 4)。

無肥料区での窒素吸収量はコカプの15倍 であったが
,

施肥による吸収量の増加はあまり認められなかった。施肥

量から吸収量を差 し引いた残存量は,1 0kg/a区 のりん

酸を除いてすべてマイナスの値となった (表 5)。

作付前に03～0 4ds/111程 度であったECは ,ダイコン

栽培後には01～0 15ds/m程度に低下 し,pHが上昇して

いることから,硝酸態窒素の吸収が主要因と考えられた

(表 6)。

表 6 ダイコン作付前後のpH,ECの変化

4 ま

トマト作付後のハウス栽培においては,コ カブ,ダ イコ

ンとも,土壌のEC値が03～ 0 4ds/m程度であれば,無

肥料で十分な生育,収量が確保できることが示された。 ま

た,両作物とも土壌の塩類集積防止効果が高く,コ カブや

ダイコンの冬春期ハウス栽培は,土壌管理の面からも好ま

しいものと考えられた。

表 4 ダイコンの生育と収量
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